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野

道

中

記



南
紀
徳
川
史
巻
之
百
一

臣

堀

内

信

編

郡
制
第
十
三

奥
熊
野
志

一

名
草
海
士
那
賀

按
に
紀
伊
全
國
を
中
斷
し
た
る
西
部
を
口
六
部

と
通
稱
し
東
部
を
牟
婁
郡
と
し
之
を
兩
熊
野
と
稱
す

伊
都
有
田
日
高

即
ち
口
熊
野
奥
熊
野
也
日
高
郡
境
下
村
以
東
新
宮
川
に
至
る
を
口
熊
野
と
す
内
に
田
邊
領
あ
り
新
宮
川
以
東
鵜
殿
成
川

内
亦
新
宮

よ
り
伊
勢
境
錦
浦
迄
を
奥
熊
野
と
云
ふ

從
來
如
此
な
り
し
か
明
治
二
年
國
政
改
革
に
際
し
郡
名
に
基
き
口
熊

領
あ
り

即
奥

野
を
牟
婁
上
郡
奥
熊
野
を
牟
婁
下
郡
と
改
稱
せ
ら
る
後
廢
藩
置
縣
に
至
り
新
宮
川
よ
り
東
北

度
會
縣
に
屬
し
又
之

熊
野

口
熊
野
亦
分
て
東
西
牟
婁

を
南
北
兩
牟
婁
郡
に
改
め
ら
る

抑
郡
制
を
編
す
る
各
郡
に
就
き
詳
記
す
る
處
あ
ら
ん
と
す
る
も

と
し
和
歌
山
縣
に
屬
す

其
資
料
得
す
口
六
郡
の
如
き
は
若
府
よ
り
廿
里
内
外
交
通
自
つ
か
ら
頻
煩
人
亦
知
る
者
多
し
獨
熊
野
は
封
内
の
僻
遠
に

五
十
町

從
來
代
官

し
て
奥
熊
野
は
其
最
極
邊
也
若
山
を
距
る
五
十
里

木
の
本
浦
に
治
廳
あ
り

是
よ
り
二
十
餘
里
伊
勢
國

一
里

所
と
云
ふ

錦
浦
ニ

界

に
至
る
を
管
内
と
し
若
山
よ
り
は
通
計
七
十
餘
里
也
加
之
田
邊
よ
り
東
北
は
大
嶽
重
々
嶮
嶺
起
伏
道
路
殊
に

郷
坂

嶮
難
牛
馬
通
せ
ず
籃
輿
な
し
故
に
紀
人
に
し
て
熊
野
を
知
る
は
十
中
一
二
を
必
し
難
し
偶
々
其
事
を
談
す
れ
は
魑
魅
豺

狼
と
群
伍
を
爲
す
も
の
ゝ
如
き
の
忘
想
を
下
し
て
茫
乎
た
り
地
方
に
職
を
奉
す
る
郡
吏
小
吏
の
如
き
常
に
往
來
な
き
に

非
れ
と
も
概
ね
刀
筆
の
俗
吏
意
を
郡
事
の
大
體
に
止
め
す
文
人
墨
客
山
水
の
奇
を
探
る
者
あ
る
も
徒
ら
に
詩
賦
畫
圖
の

資
に
充
る
の
み
中
古
仁
井
田
好
古
等
紀
伊
國
續
風
土
記
を
撰
す
る
國
志
の
體
に
随
ひ
上
古
よ
り
の
沿
革
古
事
來
歴
名
所



舊
蹟
神
社
佛
閣
等
を
詳
記
し
て
體
裁
自
か
ら
別
な
り
紀
伊
名
所
圖
繪
の
如
き
熊
野
を
缺
く
信
嘗
て
職
を
奥
熊
野
に
奉
し

實
践
目
睹
亦
尠
か
ら
す
故
に
一
二
得
る
所
と
併
せ
て
奥
熊
野
志
を
編
す
既
に
奥
熊
野
志
あ
り
口
熊
野
の
記
な
か
る
へ
か

ら
す
と
雖
も
材
料
今
得
る
處
な
き
を
以
て
暫
く
之
を
缺
く
唯
風
俗
人
情
施
治
之
方
等
粗
奥
熊
野
に
同
し
く
大
差
な
し
と

い
ふ

一
熊
野
道
中
記
著
者
不
明
蓋
し
職
を
地
方
に
奉
せ
し
も
の
ゝ
撰
な
る
べ
し
熊
野
巡
在
に
は
欠
く
へ
か
ら
さ
る
の
辨
書
な
り

一
群
居
雜
誌
は
仁
井
田
源
一
郎
長
群
奥
熊
野
郡
宰
中
の
雜
誌
な
り
一
時
の
随
筆
に
係
る
と
雖
も
長
群
嘗
て
風
土
記
助
纂
の

日
親
ら
深
山
幽
谷
を
跋
渉
し
加
之
七
年
間
治
民
の
職
に
在
て
盡
力
尠
か
ら
す
其
民
度
形
勢
人
情
風
俗
細
大
熟
知
の
人
に

し
て
其
治
蹟
歴
々
視
る
へ
き
も
の
あ
り
て
湮
滅
す
へ
か
ら
す

一
在
郡
日
記
は
信
同
地
在
職
中
の
日
誌
也
杜
撰
陋
拙
を
憚
ら
さ
る
は
前
記
の
如
く
邦
内
極
邊
の
地
人
到
る
稀
に
随
て
古
來

詳
記
の
書
な
し
信
在
郡
日
淺
き
も
地
の
情
況
を
詳
悉
す
る
は
敢
て
讓
ら
さ
る
處
故
に
付
記
以
て
該
雜
誌
の
補
缺
に
供
ふ

己
人
の
私
記
或
は
郡
志
の
體
を
欠
く
の
嫌
あ
れ
共
時
勢
變
遷
あ
り
世
態
風
俗
亦
沿
革
あ
り
他
日
或
は
舊
致
古
様
の
考
査

に
足
る
も
の
あ
ら
は
恐
ら
く
郡
志
大
成
の
一
助
資
た
ら
ん
か



熊

野

道

中

記

若
山
よ
り

内
原
迄
二
里

手
平
村

中
島
村

三
葛
村

紀
三
井
寺
村

護
國
院
と
云
ふ

紀
三
井
寺
金
剛
寶
寺

孝
仁
天
皇
寶
亀
元
年
建
立

名
草
山

名
草
山
こ
と
に
し
有
け
り
我
惡
の
ち
へ
の
ひ
と
へ
も
慰
め
な
く
に

万
葉
集

名
草
濱

紀
の
國
の
名
草
の
濱
ち
き
み
な
れ
や
も
の
い
ふ
か
ひ
有
と
き
ゝ
つ
る

後

撰

内
原
よ
り

加
茂
谷
迄
二
里

黒
江
村

日
方
村

琴
の
浦

春
風
に
浪
の
し
ら
ふ
る
琴
の
浦
は
か
も
め
の
遊
ふ
處
な
り
け
り

夫
木
集

名
高
村

田
中
村

鳥
居
村

名
高
濱

紀
の
海
の
名
高
の
浦
に
よ
る
波
の
音
高
し
か
も
逢
ぬ
子
ゆ
ゑ
に

人

丸

紀
の
海
の
名
高
の
浦
に
行
舟
の
ま
ほ
に
も
人
を
逢
み
て
し
か
な

爲

家

夫
木
集

若
一
王
子

藤
白
山

有
馬
王
子
を
此
坂
に
絞
り
殺
せ
し
事
日
本
記
に
見
え
た
り

紀
の
國
に
行
幸
し
給
ひ
け
る
解
き

讀
人
知
ら
ず

續
古
今

藤
白
の
み
さ
か
を
こ
ゆ
（
と
）
白
妙
の
我
衣
手
は
ぬ
れ
に
け
る
か
な

一

本

る

藤
白
の
み
さ
か
を
こ
え
も
あ
へ
す
先
目
に
か
ゝ
る
吹
上
の
濱

爲

家

夫
木
集

峠
の
王
子

峠
の
道
の
右
御
幸
記
に
塔
下
と
書
け
り
後
の
方
に
御
所
の
芝
と
い
ふ
あ
り

地
藏
峯
寺

峠
道
の
右
の
地
藏
也
石
像
の
後
に
勸
進
聖
柳
山
沙
門
心
靜
大
工
薩
摩
權
守
行
經
元
亨
三
年
十
月
十
四

日
と
あ
り



橘
本
神
社

橘
本
村
入
口
道
よ
り
一
町
程
右
の
方
阿
彌
陀
寺
境
内

岩
屋
山
福
勝
寺

橘
本
王
子
よ
り
二
町
程
奥
本
尊
千
手
觀
音
裏
見
の
瀧
あ
り

入
佐
山

藤
白
坂
麓
よ
り
二
町
南
に
あ
り
土
人
相
傳
花
山
院
熊
野
御
幸
の
時

橘
本
に
一
夜
の
宿
の
か
り
ね
し
て
入
佐
の
山
の
月
を
見
る
か
な

加
茂
谷
よ
り

宮
原
迄
一
里
廿
八
町

所
坂
王
子

橘
本
村
の
内
道
の
右

一
の
坪
王
子

山
地
王
子
と
も
沓
掛
の
王
子
共
一
の
坪
村
の
中
道
の
左
に
嶽
山
と
云
見
ゆ

蕪

坂

檜
原
峠
と
も
云
平
家
物
語
太
平
記
に
あ
り
上
下
五
十
町
峠
の
前
に
沓
掛
と
云
村
あ
り
白
倉
山
道
よ
り

左
に
見
ゆ

若
一
王
子

下
り
坂
左
の
方

畑
村

山
口
王
子

下
り
坂
左
の
方

宮
原
八
幡

道
よ
り
三
町
程
左
の
方
道
村
に
あ
り

宮
原
よ
り

湯
淺
迄
一
里
廿
町

御
茶
屋
の
芝

道
の
左
方
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
の
時
頓
宮
の
跡
と
云
傳
ふ

有
田
川

宮
原
川
と
も
水
源
は
高
野
山
よ
り
出
る
川
上
に
石
垣
と
云
村
有
明
惠
上
人
出
生
の
處
な
り
と
云

世
を
い
と
ふ
心
は
か
り
は
有
田
川
岩
に
く
た
け
て
す
み
そ
わ
つ
ら
ふ

慈

鎭

拾

玉

一

ニ

岩

に

せ

か

れ

て

物

を

こ

そ

お

も

へ

糸
賀
山

中
の
番
村
の
南
の
山
の
總
名
也
雲
雀
山
見
ゆ
麓
に
稲
荷
社
王
子
社
あ
り
得
生
寺
と
云
あ
り

あ
し
ろ
す
き
て
い
と
か
の
山
の
櫻
花
ち
ら
す
も
あ
ら
な
ん
歸
り
く
る
ま
て

御
茶
屋
跡

吉
川
村
は
つ
れ
道
の
右
是
も
御
幸
の
頓
宮
の
跡
と
云

逆
川
王
子

御
茶
屋
跡
の
南
地
つ
ゝ
き

逆

川

王
子
よ
り
一
町
程
南

聞
わ
た
る
名
さ
へ
う
ら
め
し
熊
野
路
や
逆
川
之
瀬
を
い
か
に
か
は
せ
ん

爲

家

夫

木



飛
違
ふ
夜
半
の
螢
の
光
に
て
逆
川
の
瀬
と
は
し
ら
る
ゝ

淳

國

祓

川

吉
川
村
道
よ
り
半
町
保
持
右
山
根
熊
野
行
幸
の
御
用
の
水
な
り
と
云

顯
國
社

糸
賀
よ
り
湯
淺
山
根
道
右
の
方

ほ
う
津
峠

上
下
五
六
町

鷹

島

湯
淺
川
橋
よ
り
海
中
に
見
ゆ

我
さ
り
て
後
に
忍
は
ん
人
な
れ
は
飛
て
歸
り
ね
鷹
島
の
い
し

高

弁

玉

葉

湯
淺
よ
り

井
關
へ
三
十
二
町

湯
淺
庄
司
の
城
跡
あ
り

養
源
寺

法
華
宗
往
年
の
御
殿
跡
也

廣
八
幡

道
の
右

粂
崎
王
子

廣
村
枝
郷
宇
田
村
は
つ
れ
よ
り
三
町
程
左
山
手
に
見
ゆ

宇
田

中
村

殿
村

井
關
村

井
關
よ
り

原
谷
迄
二
里
一
町

五
六
町
行
て
河
の
瀬
川
雨
天
に
急
水
出
る

津
兼
王
子

井
關
村
道
の
左

稲
荷
社

同
村
の
中
道
よ
り
一
町
程
左

津
の
瀬
王
子

河
の
瀬
村
入
口
よ
り
半
町
程
右

沓
掛
王
子

河
の
瀬
村
は
つ
れ

鹿
背
山

上
下
五
十
町

鹿
か
瀬
に
寝
た
る
夜
鹿
の
鳴
を

盧
主
集

う
か
れ
け
ん
妻
の
ゆ
か
り
に
せ
の
山
の
名
を
た
つ
ね
て
や
鹿
も
鳴
ら
ん

増
基
法
師



イ
に
小
松
原
へ
二
里

原
谷
よ
り

小
松
原
迄
一
里
廿
六
町

原
八
十
町
と
云

道
成
寺
へ
二
里
余

鍵
掛
王
子

原
谷
村
道
の
左

馬
留
王
子

同
村
の
中
道
の
左
は
さ
ま
の
王
子
と
も
云

新
熊
野

同
村
の
は
つ
れ
槌
王
子
森
の
は
つ
れ

槌
王
子

萩
原
村
入
口
道
よ
り
一
町
半
程
右
の
方

高
家
王
子

同
村
の
中
道
よ
り
一
町
程
右

盛
衰
記
平
惟
盛
熊
野
へ
落
行
時
高
家
王
子
を
伏
拜
と
あ
り

茨
木
村

富
安
王
子
御
旅
所

下
富
安
村
入
口
よ
り
前
道
の
右
の
方

富
安
王
子

善
道
寺
王
子
と
も
云
下
富
安
村
入
口
道
の
右

鳥
居
の
前
直
に
行
は
小
松
原
な
り
左
の
小
川
橋
を
渡
り
行
は
道
成
寺
な
り

道
成
寺

大
門
迄
石
壇
大
門
二
王
額
黄
檗
高
泉
和
尚
筆
天
音
山
道
成
寺
と
あ
り

日
光
月
光

本
堂
八
間
四
面
本
尊
十
一
面
觀
音
一
丈
二
尺
内
佛
一
寸
八
分
脇
立

坐
像
釋
迦
八
尺
本
堂
の
内
清
姫
十

四
天
王

七
歳
の
像
あ
り

文
武
帝
慶
雲
年
中
創
建
千
年
餘
の
古
刹
也
紀
州
眞
那
古
庄
司
娘
奥
州
白
川
の
僧
安
珍
法
師
八
百
年
に
及
縁
起
繪

巻
物
披
見
百
銅

少
し
中
ひ
く
に
水
溜

安
珍
塚
堂
前
に
あ
り
室
の
枯
木
あ
り
鐘
樓
の
礎

毎
年
六
月
十
七
八
日
會
式
開
帳

小
松
原
へ
不
行
時
は
直
に
天
田
川
堤
へ
上
り
下
へ
堤
つ
た
ひ
に
渡
し
へ
行
よ
し

小
松
原
よ
り

印
南
迄
三
里

海
士
王
子

小
松
原
村
入
口
道
よ
り
十
町
程
左



王

子

同
村
は
つ
れ
よ
り
一
町
半
程
右
寶
の
皇
子
と
も
い
ふ

嶋
村

薗
村

日
高
川

天
田
川
と
も

水
源
和
州
十
津
川
よ
り
出
る
龍
神
の
流
な
り

さ
し
の
ほ
る
日
高
の
川
も
解
や
ら
て
氷
を
く
た
く
紀
路
の
旅
人

正

徹

比
井
水
崎

北
鹽
屋
入
口
道
よ
り
右
に
遠
く
見
ゆ

鰹

島

同
浦
よ
り
右
に
遠
く
見
ゆ

北
鹽
屋
南
鹽
屋

堺
橋
あ
り

鹽
屋
浦

沖
つ
風
鹽
屋
の
浦
を
吹
く
か
ら
に
の
ほ
り
も
や
ら
ぬ
夕
烟
か
な

第
二
の
御
子

夫
木
集

坂
道
小
さ
峠
あ
り

鹽
屋
王
子

美
人
王
子
と
も
い
ふ

思
ふ
事
汲
て
叶
ふ
る
神
な
れ
は
鹽
屋
に
跡
を
た
る
ゝ
な
り
け
り

後
二
條
内
大
臣

千
載
集

御
所
の
跡

右
王
子
の
跡
つ
ゝ
き
に
あ
り

「
野
島
村
」

一

本

ナ

シ

若
一
王
子

上
野
村
は
つ
れ
道
の
右

上
野
村

熊
野
詣
て
侍
け
る
時
上
野
に
て
讀
侍
り
け
る

續
古
今

昔
見
し
野
原
は
里
と
成
に
け
り
數
そ
ふ
民
の
程
は
知
ら
ね
ど

入
道
前
太
政
大
臣

幾
鹽
路
ゆ
ら
の
湊
を
漕
出
ぬ
上
野
の
鹿
の
聲
か
す
か
な
り

覺
講
法
師

夫
木
集

津
井
村

小
川
あ
り

叶
王
子

印
南
坂
下
の
中
道
の
左

印
南
よ
り

南
部
迄
三
里

土
橋
あ
り
左
に
八
幡
宮
有

御
所
の
平

印
南
村
の
中
道
の
左
山

後
鳥
羽
院
建
仁
の
比
熊
野
行
幸
の
時
の
頓
宮
の
跡

富
王
子

光
川
道
の
左
御
幸
記
に
い
か
る
か
王
子
と
あ
る
は
こ
れ
か

丸
山
と
て
濱
さ
き
山
あ
り
此
邊
岩
穴
有

小
川
あ
り
坂
道
な
り



切
目
山

切
目
山
ゆ
き
こ
ふ
道
の
朝
霞
ほ
の
か
に
た
に
や
妹
に
逢
さ
ら
ん

万

葉

見
渡
せ
ば
切
目
の
山
も
か
す
み
つ
ゝ
秋
津
の
里
は
春
め
き
に
け
り

夫

木

切
目
王
子

五
躰
王
子
と
も
云
切
目
村
道
の
左

切
目
山
遠
の
紅
葉
は
ち
り
は
て
ゝ
猶
色
の
こ
す
朱
の
瑞
籬

通

親

後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
の
時

太
平
記
此
御
神
大
塔
宮
に
靈
夢
あ
り
し
事
あ
り

坂
道
下
り
長
カ
山
の
谷
通
を

切
目
川
橋

ゑ
の
木
峠

後

左
に
御
手
拭
の
松
枯
た
り

御
所
の
畑

本
村
の
中
道
よ
り
半
町
程
左

中
山
王
子

嶋
田
村
榎
坂
の
内
道
の
左

前西
岩
代

み
う
ね
田

柳
水
道
左

昔
權
現
の
御
供
田
と
云
小
歌
森
野
中
清
水

小
名
也

岩
代
の
崖

同
村
の
右
海
邊

岩
代
の
峯
の
松
影
年
ふ
り
て
同
し
み
と
り
に
む
す
ふ
苔
か
な

後
九
條
内
大
臣

寶
治
二
年
百
首

岩
代
の
岡

同
村
道
よ
り
一
里
半
程
左

後
白
河
院
此
所
に
宿
し
給
ふ
と
言
傳
ふ

行
末
は
今
幾
世
と
か
岩
代
の
岡
の
か
や
ね
に
枕
結
は
ん

式
子
内
親
王

新
古
今

岩
代
の
尾
上

右
岡
の
東
に
つ
ゝ
く

岩
代
の
尾
上
の
風
に
年
ふ
れ
（
と
）
松
の
み
と
り
は
か
は
ら
さ
り
け
り

資

仲

後
拾
遺

一

本

は

岩
代
結
ひ
松

道
よ
り
峯
の
う
へ

岩
代
の
濱
松
か
枝
を
引
結
ひ
ま
に
き
く
あ
ら
は
又
歸
り
み
ん

有
馬
王
子

万

葉

さ
カ

後
鳥
羽
院
御
幸
の
時
瀧
尻
王
子
御
會

岩
代
濱

東
岩
代
村
南
の
濱
を
云

岩
代
の
濱
路
に
す
め
る
月
影
は
い
つ
し
か
ふ
れ
る
雪
と
見
え
け
り

因
幡
守
通
方

し
と
ゝ
の
藪

同
村
の
中
道
の
右
今
は
藪
な
し
森
な
り

岩
代
清
水

道
よ
り
右
へ
二
十
間
程
入



岩
代
の
玉
松
か
枝
の
石
井
筒
結
へ
る
影
を
又
む
す
ふ
か
な

長

明

岩
代
王
子

濱
の
王
子
と
も
云
道
よ
り
二
町
程
右

熊
野
詣
侍
し
時
拜
殿
の
な
け
し
に
書
付
侍
る
な
り

讀
人
し
ら
す

新
古
今

岩
代
の
神
も
知
ら
ん
し
る
へ
せ
よ
頼
む
う
き
世
の
ゆ
め
の
行
末

片
倉
峠

少
し
下
り
て
又
登
る
櫻
茶
屋
と
云
あ
り

千
里
濱

又
千
尋
濱
と
も
南
部
峠
の
道
よ
り
十
町
程
右
海
邊
十
二
三
町
の
間
を
云

君
か
代
の
數
に
く
ら
へ
は
な
に
な
ら
し
千
尋
の
濱
の
眞
砂
な
り
け
り

公

實

末
遠
き
千
里
の
濱
に
日
の
暮
て
秋
風
わ
た
る
岩
代
の
ま
つ

大
鏡
に

花
山
院
此
處
に
て
御
心
地
そ
こ
ね
さ
せ
給
へ
は
云
々

旅
の
空
夜
半
の
煙
と
の
ほ
り
な
は
海
士
の
も
し
ほ
火
た
く
か
と
や
見
ん

万
代
を
か
そ
へ
ん
も
の
は
紀
の
國
の
千
ひ
ろ
の
濱
の
眞
砂
な
り
け
り

元

輔

拾
遺
に

三
木
佐

村

王
子
南
部
峠
よ
り
十
町
程
右
の
方
へ
入
千
尋
濱
の
内

南
邊
川

南
部
よ
り

田
邊
へ
二
里

南
道
村

新

町

北
道
村
の
内
新
屋
敷
芝
村
の
内

鹿
島
社

埴
田
村
入
口
道
の
右
十
八
町
程
海
中
に
あ
り
道
の
左
松
林
の
中
に
拜
殿
あ
り

六
月
十
六
日
祭
禮

み
な
へ
の
浦
鹽
な
み
ち
そ
ね
鹿
嶋
な
る
釣
す
る
海
士
を
見
て
歸
り
こ
ん

万

葉

イ

ニ

夕

浪

路

さ

へ

堺

村

日
高
牟
婁
郡
界

此
邊
清
少
納
言
枕
草
紙
に
有
濱
ゆ
ふ
多
し
八
丈
草
も
あ
る

袖
摺
岩

堺
村
下
村
界
道
右

と
か
り
の
鼻
道
左
瀬
戸
崎
界
村
は
つ
れ
よ
り
海
邊
に
遠
く
見
ゆ

白
良
濱

堺
村
は
つ
れ
よ
り
海
に
右
に
遠
く
見
ゆ
湯
崎
村
の
海
濱
十
町
計
（
を
）
云

一

本

と

君
か
代
の
數
と
も
と
ら
ん
紀
の
國
の
し
ら
ゝ
の
濱
に
し
け
る
石
を
は

兼

盛

夫

木



浪
よ
す
る
し
ら
ゝ
の
濱
の
か
ら
す
貝
ひ
ろ
ひ
や
す
く
も
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

山
家
集

芳

養

二
村
あ
り
界
に
川
あ
り
上
は
い
は
ら
總
名
を
は
や
と
云
下
は
松
原

若
一
王
寺

下
村
の
中
道
左
松
原
の
出
口
に
辨
慶
茶
屋
と
て
力
餅
を
う
る

牛
か
鼻

同
村
は
つ
れ
道
（
右
）

一

本

左

齊
田
か
橋

西
の
谷
村
よ
り
八
町
程
前

蘇
生
山

齊
田
か
橋
の
先
坂
道
を
云

潮
こ
り
の
橋

西
の
谷
村
入
口
よ
り
一
町
程
前

潮
こ
り
の
濱

右
橋
の
右
の
方
の
濱
を
云

相
傳
崇
神
天
皇
熊
野
行
幸
之
時
此
河
水
に
浴
し
給
ふ
故
に
後
世
熊
野
参
詣
之
者
此
水
に
浴
し
清
む
と
也

御
腰
掛
石

同
濱
に
あ
り

御
所
の
谷
西
の
谷
村
の
中
寺
の
後
に
あ
り
今
畑
と
な
る
頓
宮
の
跡
な
る
由

あ
こ
や
嶋

同
道
の
右
海
邊
に
有

洲
崎
の
は
な
れ
松

同
道
の
右
海
邊
に
あ
り

神
樂
島

同
西
海
中
へ
出
た
る
飛
ゝ
き
岩
山

（
出
立
王
子

同
道
よ
り
一
町
程
左
の
方
）

一

本

ナ

シ

江
川
橋

田
邊
入
口

三
栖
迄
三
十
二
町

田
邊
よ
り

イ
ニ
三
栖
迄
二
里

出
立
王
子

丸
山
王
子

三
栖
口
大
邊
路
中
邊
路
追
分
也

町
は
つ
れ
右
に
八
幡
宮
あ
り

左
祇
園
社
あ
り

右

に
池
島
小
川
あ
り

新
熊
野
權
現

鷄
合
社
と
も
云
湊
村
は
つ
れ
右
の
方

平
家
物
語
に
田
邊
別
當
湛
増
此
社
に
て
赤
白
の
鷄
を
闘
せ
て
源
平
合
戦
の
勝
負
を
せ
し
事
あ
り

雲
の
森

下
万
呂
村
道
の
左
山
の
麓
に
見
ゆ



村
雨
の
今
朝
も
ゆ
き
ゝ
の
雲
の
森
幾
度
秋
の
梢
そ
む
ら
ん

知

家

夫

木

秋
津
野

下
秋
津
村
の
東
南
に
見
ゆ

人
の
世
の
な
ら
ひ
を
し
れ
と
秋
津
野
に
朝
ゐ
る
雲
の
定
な
き
哉

法

皇

續
千
載

若
一
王
寺

秋
津
村
に
あ
り

岩
倉
山

同
村
の
東
道
よ
り
左
山
の
峯

花
す
ゝ
き
誰
を
と
ま
れ
と
岩
倉
の
を
の
ゝ
秋
津
に
人
ま
ね
く
ら
ん

新
後
拾
遺

人
國
山

下
万
呂
の
道
よ
り
左
に
遠
く
見
ゆ
土
人
訛
て
人
目
山
と
云

見
れ
と
あ
か
ぬ
人
國
山
の
木
の
葉
を
そ
お
の
か
心
に
な
つ
か
し
く
思
ふ

人

丸

万

葉

常
な
ら
ぬ
人
國
山
の
秋
津
野
の
か
き
つ
は
た
を
し
ゆ
め
に
見
る
か
な

同

同

天
王
の
林
并
池

中
万
呂
村
道
の
左
右

王

子

上
万
呂
村
道
の
左
一
町
ば
か
り
の
處
に
あ
り

八
上
王
子

中
万
呂
村
道
よ
り
左
の
方
十
八
町
程
山
越
に
入
是
よ
り
昔
道
な
り

八
上
王
子
岡
村
に
あ
り

イ
ニ

熊
野
へ
參
り
け
る
に
八
上
王
子
の
花
お
も
し
ろ
か
り
け
れ
は
社
に
書
付
ら
る

山
家
集

待
得
つ
る
八
上
の
櫻
咲
き
に
け
り
あ
ら
く
音
す
な
三
栖
の
山
風

岩
田
川

右
同
斷
昔
道
あ
り

按
す
る
に
本
宮
に
も
岩
田
川
あ
れ
と
も
名
所
に
あ
ら
す
御
幸
記
に
岩
田
川
を
わ
た
り
一
の
瀬
王
子
へ
參
り
瀧
尻

の
宿
に
入
ん
と
有
平
家
物
語
に
あ
る
岩
田
川
も
此
處
と
見
ゆ

岩
田
川
渡
る
心
の
ふ
か
け
れ
ば
神
も
あ
わ
れ
と
お
も
は
さ
ら
め
や

續
拾
遺

染
め
し
秋
を
暮
ぬ
と
誰
か
岩
田
川
ま
た
波
に
ゆ
る
山
姫
の
そ
て

拾
遺
愚
草

平
重
盛
岩
田
川
に
着
き
夏
な
れ
ば
權
亮
少
將
以
下
河
水
に
浴
し
戯
る
云
々
又
維
盛
入
道
岩
田

盛
衰
記

川
に
着
て

岩
田
川
誓
ひ
の
船
に
棹
さ
し
て
沈
む
我
身
も
浮
ひ
ぬ
る
か
な



市
の
瀬
王
子

一
の
瀬
村
に
あ
り
右
の
つ
ゝ
き
昔
道
な
り

鮎
川
王
子

同
昔
道

眞
砂
村

同
昔
道

庄
司
の
家
此
處
に
あ
る
也

石
不
利
川

八
上
王
子
よ
り
瀧
尻
王
子
へ
の
昔
道
の
中
に
あ
り
土
俗
は
石
舟
川
と
云

三
熊
野
や
石
ふ
り
川
の
は
や
く
よ
り
願
を
み
つ
の
社
な
り
け
り

夫

木

瀧
尻
王
子

同
右
の
つ
ゝ
き
是
よ
り
芝
村
へ
十
三
町
出
る
即
今
の
道
な
り

後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
の
時
爰
に
て
御
座
宇
あ
り
し
事
歌
の
題
書
に
見
え
た
り

三
栖
よ
り

芝
村
迄
二
里
半

上
三
栖
よ
り
芝
迄
二
里
半

イ
ニ

岩
屋
山
普
門
寺

下
三
栖
よ
り
五
六
町
右
山
の
上

影
見
王
子

同
村
道
よ
り
五
町
程
右
の
方

三
栖
山

下
三
栖
村
道
よ
り
三
四
丁
程
の
右
の
山
を
云
古
歌
八
上
王
子
の
處
に
あ
り

城
跡
あ
り

中
三
栖

た
か
坊
と
か
云
大
伽
藍
有
し
處
の
由
大
塔
の
跡
礎
有
古
瓦
掘
出
す
事
有
布
目
に
て
千
歳
餘
の
由

上
三
栖

入
口
の
處
に
大
將
軍
の
社

一
倉
明
神

入
口
道
の
左

八
王
子
社

上
三
栖
よ
り
坂
に
か
ゝ
る
長
尾
坂
と
云

水
か
峠

古
松
大
木
有
野
立
場
也

か
ら
谷

水
な
き
谷
な
り

鹽
見
峠

此
所
よ
り
海
見
ゆ
是
よ
り
山
中
に
入
海
不
見
此
邊
櫻
大
木
多
し

松
久
保
村

ひ
ろ
坂

坂
道
下
り
覗
橋
と
云
あ
り
橋
の
左
川
中
に
鐙
石
あ
り

眞
那
古
へ
道
あ
り

芝
村
よ
り

高
原
迄
二
十
二
町

劍

山

瀧
尻
王
子
の
東
に
あ
り
芝
村
の
中
よ
り
此
山
の
後
見
ゆ
昔
寺
あ
り
雄
劍
三
（
柄
）
金
字
法
華
經
大
般

一

本

栖

若
老
翁
の
假
面
あ
り
兵
火
に
焼
失
す
と
云
ふ



芝

川

岩
田
川
と
も
云

大
門
王
子

高
原
坂
へ
か
ゝ
る
道
大
坂
峠
の
上
り
初
め

イ
ニ
十
四
町

高
原
よ
り

近
露
ま
て
二
里
十
一
町

後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
時
瀧
尻
王
子
御
會
に
通
方

高
原
や
峯
よ
り
出
る
月
影
は
千
と
せ
の
松
を
て
ら
す
な
り
け
り

高
原
の
峯
吹
風
に
身
を
ま
か
せ
み
越
の
巖
を
越
と
あ
り

盛
衰
記
に
維
盛
熊
野
道
行
に

十

條

立
場
茶
屋
昔
十
條
と
云
者
住
し
處
也
又
上
り
て
柚
か
た
り

大
坂
峠

八
町
下
り
嶮
き
坂
あ
り
是
よ
り
岨
傳
ひ
行
て
箸
か
坂
下
り
也

相
坂
王
子

相
坂
へ
下
り
口
よ
り
右
谷
川
を
越
十
八
間
程
入
御
幸
記
に
大
坂
本
王
子
と
あ
り

安
宅
川

近
露
川
な
り

近
露
王
子

近
露
村
入
口
道
の
左
前
に
芝
あ
り
頓
宮
の
跡
と
い
ふ

イ
ニ
三
十
町

近
露
よ
り

野
中
迄
二
十
九
町

登
り
坂
左
の
方
に
鳥
居
見
ゆ
權
現
此
所
に
御
鎭
座
あ
り
し
と
て
森
あ
り
野
中
領
に
平
秀
衡
か
植
え
し
櫻
寺
の
前

に
あ
り
杉
林
の
中
に
王
子
社
あ
り
寺
の
な
ら
ひ
な
り
野
中
清
水
王
子
の
下
に
あ
り

イ
ニ
四
里
八
町

野
中
よ
り

伏
拜
迄
四
里

手
枕
松

野
中
村
の
内
楠
山
坂
道
の
右
の
方

比
曾
王
子

社
な
し
同
村
の
内
道
の
左
の
方

接

櫻

同
村
坂
の
内
道
の
右
昔
の
名
木
枯
て
後
先
君
命
に
て
植
た
る
よ
し

接
櫻
王
子

同
道
の
左
方

中
川
王
子

社
な
し
同
道
の
左

紅
葉
ヶ
瀧

中
川
王
子
よ
り
二
町
程
先
道
の
右

道
の
左
に
木
隠
れ
て
小
さ
く
見
ゆ
此
邊
坂
道
な
り

イ
ニ

小
廣
尾
王
子

社
な
し
小
廣
峠
道
の
左



熊
瀬
川

家
一
軒
太
平
記
に
阿
瀬
川
と
有
は
此
處
な
る
へ
し

女
夫
坂

登
り
坂
わ
ら
ん
す
峠
下
り
を
女
坂
と
云

今
栃
ノ
河
ノ
書
イ
テ
ト
チ
ノ
ガ
ワ
ト
云
フ

と
ち
の
河

家
一
軒
鴨
石
あ
り
是
よ
り
登
り
男
坂
と
云

古
ノ
ハ
栃
河
栃
ノ
谷
ト
書
セ
リ

岩
神
峠

男
坂
峠
を
云

岩
神
王
子

峠
道
の
左

雲
の
ゐ
る
み
こ
し
岩
神
越
ゑ
ん
日
は
そ
ふ
る
心
に
か
ゝ
れ
と
そ
い
（
ほ
）
ふ

俊

頼

散
水
闇
歌
集

一

本

は

湯
川
王
子

道
の
湯
川
村
の
中
左

金
山
峠

見
越
峠

茶
屋
あ
り
峠
よ
り
右
へ
行
は
湯
の
峯
道
あ
り
下
り
て
三
越
村

音
無
の
瀧

見
越
峠
よ
り
廿
町
程
先
道
の
左
玉
ヶ
瀧
と
も
云

道
の
左
高
く
見
ゆ
上
の
雄
山
と
云
歌
あ
り

イ
ニ

長
き
谷
左
に
瀧
川
流
れ
あ
り

猪
鼻
王
子

社
な
し
右
の
瀧
よ
り
三
町
程
先
右
の
方

秡
郷
の
杉

三
本
杉
と
て
一
所
に
生
る
所
に
て
秡
の
杉
と
い
ふ
大
木
な
り

發
心
門
王
子

社
な
し
猪
鼻
王
子
よ
り
六
町
程
先
坂
の
峠
道
の
左
の
方

熊
野
に
詣
け
る
時
發
心
門
の
王
子
に
て
讀
侍
け
る

千
載
集

嬉
し
く
も
神
の
誓
ひ
を
知
る
へ
に
て
心
お
こ
す
門
に
入
ぬ
る

南
無
房
庵
室

右
社
跡
の
左
の
方

明
月
記
に
着
發
心
門
宿
尼
南
無
房
宅
此
門
柱
書
詩
一
首

慧
日
光
前
懴
罪
根
大
非
道
上
發
心
門
云
々

入
か
た
き
御
法
の
門
は
け
ふ
過
ぬ
け
ふ
よ
り
六
の
道
に
か
へ
す
な

發
心
門

發
心
門
王
子
の
前
道
の
右
に
有

左
に
あ
り
是
よ
り
奥
熊
野
也

イ
ニ



昔
は
大
門
あ
り
し
よ
し
今
は
礎
は
か
り
有
村
名
も
發
心
門
と
云
大
木
の
杉
あ
り

見
越
川

發
心
門
道
の
左
の
谷
間
流
れ

水
呑
王
子

社
な
し
發
心
門
よ
り
十
五
町
程
先
道
の
左

イ
ニ
五
十
町

伏
拜
よ
り

本
宮
迄
一
里

和
泉
式
部
供
養
の
塔

伏
拜
村
は
つ
れ
道
の
左

伏
拜
王
子

同
村
は
つ
れ
道
の
左

秡
殿
王
子

イ
ニ

音
無
川

本
宮
入
口
村
よ
り
二
町
程
先

音
な
し
の
川
と
そ
つ
ひ
に
流
れ
出
る
い
は
て
物
お
も
ふ
人
の
涙
は

元

輔

拾

遺

囁

橋

同
所
に
あ
り

熊
野
な
る
音
な
し
川
に
渡
さ
は
や
さ
ゝ
や
き
の
橋
し
の
ひ

に

讀
人
知
ら
す

夫

木

く

此
歌
に
よ
れ
ば
囁
橋
他
國
の
名
所
な
る
へ
し

本
宮
村

音
無
の
里
と
い
ふ
也

音
な
し
の
里
の
秋
風
夜
を
さ
む
み
し
の
ひ
に
人
や
衣
う
つ
ら
ん

爲

家

夫

木

平
瀬
川
の
瀧

本
宮
よ
り
三
里
程

笈
掛
石

本
宮
境
内
舞
堂
の
南
に
あ
り
本
山
當
山
の
門
主
入
峯
の
時
神
前
修
行
の
時
笈
を
掛
置
る
よ
し

七
越
峯

同
社
東
門
に
出
口
よ
り
八
町
計
東
の
峯
を
云

立
の
ほ
る
月
の
あ
た
り
に
雲
き
へ
て
光
り
か
さ
ぬ
る
七
越
の
峯

山
家
集

音
無
瀧

上
の
瀧
は
大
山
の
上
に
あ
り
中
の
瀧
は
小
森
村
に
有
下
の
瀧
は
本
宮
村
の
北
一
町
は
か
り
に
あ
り

音
な
し
の
瀧
の
水
上
人
と
は
ゝ
思
ひ
に
し
ほ
る
袖
や
見
せ
ま
し

為

家

續
古
今

熊
野
川

熊
野
川
み
せ
は
や
な
か
し
め
く
り
あ
は
ん
音
に
の
き
く
み
つ
か
ら
そ
う
き

順
徳
院

紫
禁
和
歌
集

巴
ヶ
淵

本
宮
村
は
つ
れ
船
場
大
峯
川
音
無
川
岩
田
川
の
落
合
を
云



大
黒
嶋

同
所
の
向
の
す
そ
岩
組
備
の
宿
と
も
云
山
伏
の
行
所
な
り

立

嶋

右
の
島
の
左
に
有
岩
組
也
土
人
此
處
よ
り
龍
燈
あ
ら
は
る
と
い
ふ

海

宮

立
島
の
内
に
あ
り
て
延
喜
式
に
牟
婁
郡
海
神
三
坐
と
あ
る
は
此
社
の
事
か

瀬
織
津
姫
社

社
な
し
榊
一
本
あ
り
本
宮
よ
り
四
町
西
に
あ
り
本
宮
末
社
也

岩
田
川

本
宮
村
船
場
よ
り
右
へ
入
湯
峯
道
の
内

閼
伽
井

眞
名
井
小
鹽
と
も
云
本
宮
は
つ
れ
湯
峯
通
り
左
山
脇
社
家
社
役
を
勤
む
る
に
此
所
に
て
行
を
修
す
と

？

云

小
栗
か
力
峠

同
村
よ
り
十
五
町
先
湯
峯
通
り
右
の
方
此
外
小
栗
か
石
あ
り
小
栗
か
事
鎌
倉
大
草
紙
に
あ
り

湯
の
峯

本
宮
村
よ
り
西
へ
廿
五
町
計
温
（
泉
）
な
り

一

本

湯

眞
熊
野
の
ゆ
こ
り
の
ま
ろ
を
さ
す
さ
ほ
の
ひ
ろ
ひ
行
ら
し
か
く
て
い
と
な
し

堀
川
院
初
度
百
首

熊
野
路
や
雪
の
う
ち
に
も
わ
き
か
へ
る
湯
の
峯
か
す
む
冬
の
山
風

草
根
集

湯
峯
王
子

湯
峯
に
有

湯
峯
藥
師

同
所
東
光
寺
と
云
に
あ
り

塔

後
鳥
羽
院
御
建
立
の
由

一
遍
上
人
名
號
石

道
の
右
に
あ
り

本

宮

第
一
宮

伊
弉
諾
尊
伊
弉
冉
尊
合
祭

第
二
宮

速
玉
男
命

號
速
玉
社

第
三
宮

事
解
男
命

熊
野
本
宮
三
所
勅
額
曰

日
本
第
一
大
靈
驗
所
根
本
熊
野
三
所
大
權
現

第
四
宮

天
照
大
神
國
常
立
尊
相
殿

以
上
號
上
四
宮



第
五
宮

忍
穂
耳
尊

第
六
宮

瓊
々
杵
尊

第
七
宮

彦
火
々
出
見
尊

第
八
宮

□
□
草
葺
不
合
尊

ろ

じ

以
上
中
四
宮

第
九
宮

軻
遇
突
智
命

第
十
宮

埴
山
姫
命

第
十
一
宮

岡
象
女
命

第
十
二
宮

雅
彦
靈
命

以
上
號
四
宮

大
三
輪
遙
拜
所

高
倉
下
命

地
主
社

相
殿

穂
屋
姫
命

音
無
天
神
社
少
名
彦
名
命

御
戸
開
社

手
力
雄
尊

素
戔
鳴
社

稲
田
姫
相
殿

秡

所

天
兒
屋
根
命

彦
田
社

伊
弉
冉
尊
荒
祭

水
戸
社

岡
象
女
命

大
日
山
社

大
日
靈
貴
命

天
神
社

菅
丞
相

秡

部

王
子
社

大
巳
貴
命

湯

峯



甲
明
神

泉
守
道
命

河
合
村

御
本
明
神

菊
理
媛
命

和
氣
村

三
越
村

王
子
社

饒
速
日
命

發
心
門

古
今
皇
代
圖
曰
人
皇
十
代
崇
神
天
皇
六
十
五
年
詔
建
熊
野
本
宮
云
々
蓋
伊
弉
冉
尊
神
靈
自
有
有
馬
村
遷
音
無
郷
高

倉
地
也
昔
高
倉
下
命
所
居
熊
野
村
也

後
鳥
羽
院
建
仁
元
年
十
月
行
幸

堀
川
院
寛
治
四
年
正
月

行
幸

順
徳
院
建
保
元
年

行
幸

九
里
八
町
下
り
船

巴
ヶ
淵

陸
地
本
宮
よ
り
請
川
へ
十
八
町

右

大
黒
嶋

川
向
に
あ
る
岩
な
り

左

い
も
り
山

右

袋

谷

身
投
島

牛

島

請
川

小
川
あ
り
雲
取
川
の
下
流

請
川
よ
り
廿
四
町
舟
渡
し

千
石
岩

昔
此
所
千
石
の
田
畑
の
由

右

千
石
の
瀬

左
の
山
下
穴
口
と
云
淵
あ
り
岩
に
穴
あ
り

高
山
村

上
十
五
日
繼
場
此
邊
紙
を
す
く
所
な
り

高
山
よ
り
一
里

左

小
津
荷
村

下
十
五
日
繼
場

左

大
津
荷
村

右



あ
し
ろ
か
た
け
の
み
あ
け
島

絶
景
也

同

小
松
の
瀬

同

掻
上
り
石

同

爪
か
き
石

同

折
敷
岩

川
の
中
左
の
山
際
に
あ
り

左

東
敷
屋
村

代
り
合
繼

敷
屋
よ
り
廿
五
町

右

西
敷
屋
村

左

坪
井
の
瀬

早
瀬
也

左

三
郎
か
瀬

此
川
原
縄
切
と
云

（
又
ふ
な
は
い
か
瀬
と
云
）

一

本

ナ

シ

重
り
石

左

枯
木
石

左

笹
の
瀬

闇
か
り
山

佛
石

本
宮
鳥
居
石
取
た
る
所
也

山
崎
峯

前
に
あ
る
縄
切
と
は
此
所
を
い
ふ
か
此
邊
早
瀬
あ
り

鐘
木
山

左
の
方
殊
の
外
山
高
し

む
く
ろ
石

左
の
方
川
向
む
く
ろ
と
云
在
所
あ
り
昔
よ
り
家
三
軒
也

左

位
牌
石

烏
帽
子
岩

絹
巻
石

二
丈
廻
り
長
八
間
計

左

か
ふ
と
の
明
神

本
宮
末
社
相
次
村
は
つ
れ
山
根
に
あ
り

左川
合
村

川
合
よ
り
廿
五
町

左

宮
井
村

左



小
船
村

北
山
川
向
ひ
村
な
り
三
ヶ
村
繼
所
代
り
持
此
所
北
山
川
と
落
合
出
合
口
と
云

音
賀
村

家
高
と
云
村
あ
り
名
高
唐
木
あ
り

右

楊
枝
藥
師

昔
三
十
三
間
堂
の
棟
（
木
）
出
た
る
所
な
り
柳
の
切
口
に
藥
師
を
安
置
せ
し
由

左

一

本

下

貝
吹
岩

右
三
十
三
間
堂
の
柳
切
た
る
時
此
石
迄
末
届
き
し
由
此
所
に
て
貝
を
吹
人
を
つ
か
ひ
し
也

右

左

貝
餅

楊
枝
村

楊
枝
よ
り
一
里
半

志
古
の
口

志
古
村
の
口
也
柳
の
渡
し

雲
島
山

那
智
よ
り
小
口
村
迄
山
道
三
里
計
を
大
雲
島
小
口
村
よ
り
請
川
村
迄
山
道
三
里
計
を
小
雲
島
と
い
ふ

？

？

？

雲
島
や
し
こ
の
山
路
は
さ
て
お
き
て
お
く
ち
か
は
ら
の
さ
ひ
し
か
り
ぬ
る

山
家
集

志

古

川
の
右
楊
枝
村
の
向
山
志
古
山
の
奥
万
歳
か
峯

小
口
村

川
の
右
日
足
村
の
前

日
足
村

日
足
よ
り
二
里
半

右

能
城
村

山
本
村

右
三
ヶ
村
同
し
所
な
り
繼
立
代
り
合

山
本
よ
り
半
里

和
氣
村

机

嶋

見
茂
登
明
神

本
宮
末
社
也

山
の
半
腹
に
あ
り

大
口
川

大
雲
取
小
雲
取
の
間
の
谷
川
末
也

右

籬
ヶ
鼻
の
瀬

か
ま
こ
川

弁
慶
玉
取
石

か
ま
か
石

左

鐙

石

左



達
磨
石

右

い
の
し
ゝ
す
へ
り
石

味
噌
大
豆
か
瀬

早
き
瀬
也
長
し

龜

石

田
長
村

田
名
古
よ
り
子
鹿
へ
一
里

た
な
こ
の
瀬

右
に
た
な
こ
山
見
ゆ
る

中

嶋

瀬
也

大
岩
也

瀬
た
き

瀬
三
ヶ
鼻

野
路
の
瀧

清
水
瀧
と
云

布
引
瀧

右

銚
子
口
瀧

田
長
村
領
の
内
川
左
中
立
の
瀧
の
こ
と
か

布
引
瀧

銚
子
口
の
瀧
の
先
に
あ
り
右

蛇
の
わ
た
の
瀧

布
引
と
の
向
に
あ
り
左
田
地
か
え
り
の
瀧
の
こ
と
か

中
立
の
瀧

三
重
の
瀧
也

銚
子
口

左

葵
の
瀧

此
前
瀬
の
瀧
と
云
よ
し
け
わ
し
き
瀧
也

滝
壺
葵
の
形
に
似
た
り

右

田
地
か
へ
り
の
瀧

左

犬
戻
り

左

猿
戻
り

此
邊
の
川
岸
の
道
け
は
し

な
ひ
き
石

右

葵

石

男
女
共

（
此
間
大
難
所
也
）

左
右

一

本

ナ

シ

小
ゐ
し
か
村

子
鹿
よ
り
一
里

六
部
勢
田
か
へ
し

左



比
丘
尼
こ
ろ
ひ

二
所
共
難
所
な
り

碁
石
投

皆
山
際
の
道
也

七
日
巻
の
淵

仙
人
か
森

火
鉢
か
森

骨

石

釣
鐘
石

右

ま
な
板
石

大
石
な
り

庖
丁
ま
な
は
し
石

山
の
上
に
立
た
る
岩
を
云

白
見
か
浦

布
引
瀧
よ
り
廿
丁
程
先
四
郎
の
瀧
の
事
か

飛
雲
の
瀧

蛇
の
渡
し
よ
り
廿
町
程
鳳
凰
の
瀧
の
こ
と
か

き
も
石

ま
な
板
石
の
上
に
あ
り

四
郎
の
瀧

瀬
な
り

鳳
凰
の
瀧

雪
ヶ
瀧
と
も
云

淺
里
村

淺
里
よ
り
一
里

順
禮
札
石

碁
盤
嶋

川
中
に
あ
り
水
際
よ
り
上
に
こ
は
ん
の
如
く
な
る
石
な
り
碁
石
も
あ
る

（
晝
）
嶋

淺
見
領
川
の
中
に
あ
り
碁
盤
島
と
飛
石
の
事
か

一

本

置

下
の
瀧

（
晝
）
島
よ
り
少
し
下
に
あ
り
左
白
糸
の
瀧
の
こ
と
か

一

本

置

水
谷
の
瀧

下
の
瀧
よ
り
二
町
ほ
と
先
に
あ
り
あ
さ
り
瀧
の
こ
と
か

飛

嶋

か
け
じ
石



白
糸
の
瀧

左

あ
さ
り
か
瀧

檜

枝

村

北
南
兩
村

檜
杖
よ
り
尾
敷
へ
十
五
六
町
尾
敷
よ
り
新
宮
へ
八
町

（
杖
カ
）

神
倉
山

新
宮
の
後
也

奥

岩

山
の
下
也

み
ふ
ね
嶋

大
友
之
渡
し
あ
り

い
か
り
嶋

牛
ヶ
鼻

相
の
谷
口
渡
し
有
此
所
船
着
也

凡
八
里
程
苔
傳
ひ
と
云

左

御
船
嶋

北
檜
枝
村
よ
り
八
町
程
先
川
中
に
あ
り

九
月
十
六
日
新
宮
事
解
男
の
神
輿
を
此
島
に
移
す

三
熊
野
の
浦
わ
に
見
ゆ
る
御
舟
島
神
の
行
幸
に
こ
き
め
く
る
也

少
將
内
侍

夫

木

そ
こ
の
瀬
に
た
れ
棹
さ
し
て
御
舟
島
神
の
と
ま
り
に
こ
と
よ
せ
を
せ
ん

盧
主
家
集

牛
鼻
社

御
舟
島
よ
り
二
丁
程
先
川
の
左
山
の
半
腹
鈴
木
氏
の
祖
神
と
云

新

宮

第
一

伊
弉
冉
尊

第
二

伊
弉
諾
尊

奥
御
前
三
神
殿

第
三

國
常
立
尊

第
四

天
照
大
神

中
四
社

第
五

天
忍
穂
耳
尊

第
六

瓊
々
杵
尊



第
七

彦
火
々
出
見
尊

第
八

葺
不
合
尊

第
九

國
狹
槌
尊

豊
斟
渟
尊

第
十

泥
土
煮
尊

第
十
一

大
戸
邊
尊

第
十
二

面
足
尊

前
に
禮
殿
後
に
輪
藏

同
神
樂
所

後
白
河
法
皇
建
立

同

大
日
堂

三
神
殿

御
仮
屋
左
の
方
に
神
輿
御
舟
あ
り

景
行
天
皇
五
十
八
歳
御
建
立

金
海
山

金
界
寺

熊
野
新
宮
に
て
よ
め
る

玉

葉

天
く
た
る
神
や
ね
か
ひ
を
み
つ
し
ほ
の
湊
に
ち
か
き
ち
き
の
か
た
そ
き

師

光

熊
野
に
參
ら
せ
給
ひ
け
る
時
新
宮
三
首
御
會
に
庭
上
冬
菊
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

拾
遺
愚
草

霜
を
か
ぬ
南
の
海
の
濱
ひ
さ
し
久
し
く
殘
る
秋
の
し
ら
菊

後
鳥
羽
院

第
一

御
本
社

速
玉
男
命
鎭
座
せ
り
神
前
に
金
の
御
幣
あ
り
辰
巳
に
向

第
二

西
の
御
前

國
常
立
尊

第
三

中
の
御
前

伊
弉
諾
尊
伊
弉
冉
尊
以
上
本
殿
三
社

第
四

若
一
王
寺

天
照
大
神

第
五

禪
師
宮

天
忍
穂
耳
尊



第
六

聖
の
宮

瓊
々
杵
尊

第
七

兒
の
宮

彦
火
々
出
見
尊

第
八

子
守
の
宮

□
□
草
葺
不
合
尊
以
上
五
社

ろ

じ

第
九

一
萬
宮

國
狹
槌
尊
豊
斟
渟
尊

第
十

十
萬
宮

泥
土
煮
尊
泥
土
煮
尊

本

ノ

マ

マ

第
十
一

勸
請
十
五
所
大
戸
邊
尊
大
戸
道
尊

飛
行
夜
叉

面
足
尊
惶
根
尊
以
上
四
社

合
拾
貳
社

新
宮
よ
り

三
輪
崎
迄
一
里
半

一
里

イ
ニ

新
の
山
御
旅
所

本
社
の
西
北
五
町
計
に
有
り

神
代
巻
神
武
本
記
を
考
る
に
本
宮
は
伊
弉
冉
尊
を
祭
る
に
決
せ
り
古
今
皇
代
圖
に
崇
神
天
皇
六
十
五
年
始
建
熊

野
本
宮
と
あ
り
新
宮
十
二
宮
の
（
早
）
玉
男
を
本
社
と
す
草
創
は
神
武
天
皇
四
十
九
年
戊
午
六
月
な
り

速

カ

那
智
は
事
觧
男
を
祭
る
仁
徳
天
皇
御
宇
に
建
る
と
申
傳
た
り
神
武
帝
よ
り
代
々
の
帝
熊
野
行
幸
の
道
筋
は
御
舟

に
て
勝
浦
の
渡
り
に
到
り
神
の
村
の
天
津
や
し
ろ
國
津
社
の
十
二
宮
に
禮
社
あ
り
夫
よ
り
有
馬
村
の
花
の
窟
に

伊
弉
冉
の
陵
を
拜
し
給
ひ
板
屋
越
と
云
所
を
音
無
宮
出
大
和
國
に
歸
ら
せ
玉
ふ
な
り
花
窟
今
に
至
て
新
宮
の
末

社
な
り

新
の
山
御
旅
所

本
社
の
西
北
五
町
許
に
あ
り

飛
鳥
社

新
宮
町
は
つ
れ
よ
り
拾
町
餘
上
熊
野
村
に
あ
り
事
觧
男
命
を
祭
る
又
一
説
に
本
社
は
速
玉
男
東
一

イ

ニ

卅

町

程

南

な

り

社
は
高
倉
下
と
云

徐
福
社

飛
鳥
社
の
境
内

明
日
木
と
云
里
人
は
た
ま
の
木
と
云

イ
ニ

宮
戸
社

飛
鳥
よ
り
二
町
程
脇
川
邊
に
有
俗
に
蓬
莱
山
と
云
泉
守
道
神
也
と
此
處
泉
津
平
坂
標
示
也
と
云

頭
八
咫
祠

新
宮
城
の
要
害
の
藪
の
中
に
あ
り



牛
鼻
神
祠

新
宮
川
向
に
あ
り
本
社
よ
り
八
町
傳
曰
祭
千
翁
命

南
紀
古
士
傳
曰
神
武
帝
征
南
方
賊
虜
軍
到
荒
坂
山
又
陣
秋
津
野
日
久
糧
絶
熊
野
邑
有
人
名
千
翁
命
献
稻
一
千

束
帝
賞
之
賜
姓
穂
積
臣
生
三
子
鈴
木
宇
井
榎
本
是
也
謂
之
熊
野
三
苗
後
爲
權
現
社
司
矣
千
翁
命
者
賀
茂
臣
祖

建
祇
命
之
兄
而
熊
野
邑
之
神
祠
也
今
牛
鼻
明
神
而
熊
野
之
氏
神
三
苗
之
祖
神
也
建
祇
命
者
加
茂
氏
之
祖
也

行
家
之
家
地

宮
戸
よ
り
濱
の
王
子
へ
の
道
の
左
新
宮
十
郎
（
熊
野
に
隠
籠
た
る
を
）
高
倉
宮
の
使
節
を
仰
せ

一

本

ナ

シ

含
め
ら
れ
藏
人
に
な
さ
れ
行
家
と
改
る
の
事
盛
衰
記
に
見
ゆ

玉
の
井
橋

同
道
筋
に
あ
り

濱
王
子
社

宮
戸
社
よ
り
十
町
許
海
邊
松
原
の
内
社
の
東
南
に
頓
宮
の
跡
あ
り

神

倉

新
宮
の
鳥
居
よ
り
十
五
町

熊
野
地
主
高
倉
下
を
祭
と
也
天
照
大
神
を
も
合
祭
る

熊
野
に
詣
て
侍
け
る
時
か
ん
く
ら
に
て
太
政
大
臣
一
位
き
は
め
ぬ
る
事
を
お
も
ひ
つ
ゝ
け
て

續
古
今

よ
み
侍
り
け
る

三
熊
野
の
神
く
ら
山
の
石
た
ゝ
み
の
ほ
り
は
て
て
も
猶
い
の
る
か
な

神
倉
山
申
の
刻
よ
り
不
登
所
也
右
に
庚
申
堂
有
續
き
尼
寺
有
妙
心
寺
と
云
當
時
京
都
宮
家
よ
り
住
職

イ
ニ

（
鳥
居
左
に
山
伏
あ
り
額
熊
野
根
本
神
藏
大
權
現
坂
け
は
し
右
に
地
藏
堂
あ
り
祭
禮
正
月
十
六
日
夜
大
黒
天

一

本

ナ

シ

左
の
谷
に
有
）

水
傳
磯

新
宮
川
の
下
に
あ
り
浦
人
は
水
つ
き
磯
と
云

後

に

古

歌

を

記

新
宮
川
を
渡
り
成
川
と
云
處
へ
出
夫
よ
り
奥
熊
野
街
道
勢
州
田
丸
へ
出
る
也
那
智
山
へ
出
る
に
は
三
輪
崎
へ

行
也

イ
ニ
一
里

三
輪
崎
よ
り

宇
久
井
迄
半
里

三
輪
か
崎
あ
ら
磯
も
見
へ
す
波
た
ゝ
ぬ
い
つ
こ
よ
り
ゆ
か
ん
よ
き
道
は
あ
ら
し

万

葉

三
輪
崎
夕
汐
さ
せ
は
む
ら
千
鳥
佐
野
の
わ
た
り
に
聲
う
つ
る
な
り

夫

木

御
手
洗

三
輪
崎
よ
り
五
町
程
前
坂
の
峠
の
道
の
左
海
邊



上
野
明
神

三
輪
崎
浦
入
口
よ
り
前
道
の
右
山
手

鈴

島

孔
子
島

荒
坂
山

此
所
の
濱
よ
り
下
古
泊
浦
と
云
處
迄
七
里
の
御
濱
云
七
里
の
間
舟
着
な
し
荒
き
所
な
り

佐
野
山

三
輪
崎
村
よ
り
佐
野
村
へ
つ
き
た
る
道
の
右
の
山
也

佐
野
山
に
う
つ
や
を
の
と
の
と
を
う
と
も
ね
も
と
ゝ
こ
ろ
か
お
ゆ
に
見
え
つ
る

万

葉

佐
野
の
岡

三
輪
村
は
つ
れ
よ
り
右
山
の
原
を
云

佐
野
の
岡
越
行
人
の
衣
手
に
く
た
き
朝
け
の
雪
は
降
つ
ゝ

光
明
峰
入
道

續
古
今

秋
風
の
寒
き
あ
し
た
に
佐
野
の
岡
こ
ゆ
ら
ん
君
に
き
ぬ
か
さ
ま
し
を

玉

葉

佐
野
村

佐
野
の
松
原

佐
野
村
往
還
之
左
右
に
あ
り

日
本
記
神
武
帝
軍
至
名
艸
邑
遂
越
狹
野
到
熊
野
神
邑
云
々

駒
な
つ
む
さ
の
ゝ
朝
け
に
見
渡
せ
は
松
原
遠
く
降
れ
る
白
雪

隆

輔

夫

木

冬
の
日
を
あ
ら
れ
ふ
り
は
へ
朝
た
て
は
浪
に
波
こ
す
さ
の
ゝ
月
影

拾
遺
愚
草

王

子

佐
野
村
松
原
は
つ
れ
道
の
右

高
根
の
松

宇
久
井
村
よ
り
一
町
程
前
道
の
左
高
根
島
の
磯
際
岩
の
上
に
あ
り

大
夫
松

宇
久
井
村
よ
り
一
町
程
前
道
の
右
相
傳
平
維
盛
入
水
の
時
裝
束
を
脱
き
此
松
に
に
掛
置
し
と

目
覺
山

同
村
よ
り
前
左
の
方
海
中
に
あ
り
相
傳
ふ
文
覺
の
歌
に

目
覺
山
お
ろ
す
嵐
の
は
け
し
く
て
高
根
の
松
も
ね
い
ら
さ
り
け
り

鳴
耶
濱

同
村
領
大
公
事
坂
左
の
濱
を
云

く

松

葉

な
く
さ
ま
ぬ
な
を
た
つ
人
は
夜
と
共
に
ね
を
う
な
く
や
の
濱
の
ま
に

イ
ニ
一
里

宇
久
井
よ
り

濱
宮
迄
一
里
半

小
く
し
坂
下
り
け
は
し

太
地
崎

大
公
事
坂
崎
よ
り
左
の
方
に
遠
く
見
ゆ



赤
色
濱

同
坂
よ
り
十
町
程
先
道
の
左
の
海
濱
を
云
相
傳
ふ
此
處
の
沖
に
て
平
維
盛
入
水
す
と

丹
敷
浦

右
同
所
之
海
邊
を
云

日
本
記
神
武
帝
帥
軍
進
到
熊
野
荒
坂
津
因
誅
丹
敷
戸
畔
者

注
荒
坂
津
亦
名
丹
敷
浦

山
成
島

大
公
事
坂
よ
り
濱
の
宮
村
へ
の
道
よ
り
左
に
遠
く
見
ゆ

平
家
物
語
に
維
盛
濱
宮
王
子
前
よ
り
舟
に
棹
さ
し
て
遙
の
沖
に
山
成
の
島
と
云
所
有
船
漕
寄
て
崖
に
上
り
松

の
木
を
削
て
名
字
を
書
付
る
と
云
々
相
傳
維
盛
赤
池
濱
に
て
入
水
と
僞
り
此
所
に
あ
か
り
て
後
色
川
郷
大
野

村
に
隠
る
と
云

大
勝
浦

同
し
邊

綱
切
島

同
し
邊

濱
の
宮
よ
り

那
智
迄
五
十
町

土
人
は
三
所
權
現
を
祭
る
と
云
名
寄
に
渚
の
森
云
有
此
社
内
に
渚
森
と
云
あ
れ
は
渚
宮
と
云
可
か

夜
も
す
か
ら
沖
の
鈴
鴨
羽
ふ
り
し
て
な
き
さ
の
宮
に
き
ね
つ
ゝ
み
う
つ

源
仲
正

補
陀
落
山

千
手
觀
音
三
尺
立
像
堂
七
間
四
面
裏
道
よ
り
通
り
へ
出
る

左

大
へ
ら
石

沖
に
あ
り

二
色
か
浦

小
へ
ら
石

太
刀
落
島

此
邊
に
一
間
四
方
の
石
あ
り
押
せ
ば
こ
と

鳴
也
依
て
山
鳴
と
云
か

く

川
關
村

八
幡
宮
あ
り

井
關
村

妙
法
山
道
あ
り
左
の
山
手
に
銅
山
見
ゆ
る
妙
法
山
に
行
道
筋
也

銅
山

續
日
本
記
曰
大
寶
三
年
五
月
巳
亥
令
紀
伊
國
奈
我
名
草
停
布
調
獻
絲
但
阿
堤
飯
高
牟
漏
三
郡
獻
銀
也

市
野
々
村

千
代
か
井
道
の
右
山
根
に
あ
り
市
野
々
王
子
の
道
の
右
山
手

光

峯

市
野
々
村
道
の
右
山
の
峯

天
照
大
神
顯
向
石

同
村
の
中

王
子
よ
り
先
道
の
右
の
方

二
の
瀬
村

茶
屋
よ
り
瀧
見
ゆ
る



多
富
家
王
子

那
智
山
坂
の
内
一
里
程
上
り
右

下

馬

石
碑

禁
殺
生
穢
忌

青
崖
寺
鳥
居

前
に
茶
屋
あ
り
是
よ
り
内
魚
類
を
禁
す

山
門
額

日
本
第
一
大
靈
顯
所
根
本
熊
野
三
所
權
現

二
王
門

石
段
坂
な
り
町
石
あ
り

本

社

事
速
男
命
號
結
宮
巽
向

十
二
社

拜

殿

彌
勒
堂

神
樂
所

如
意
輪
觀
世
音

眞
言
宗
十
二
間
に
十
二
間
鰐
口
唐
金
大
さ
三
尺
許

下
馬
よ
り
六
町
登
り
右
へ
行
道
あ
り
瀧
の
本
へ
の
道
あ
り
六
町
あ
り

那
智
山

又
た
ゝ
ひ
な
ち
の
お
山
に
す
む
月
の
清
き
光
に
松
風
そ
ふ
く

後
鳥
羽
院

夫

木

遙
な
る
那
智
の
濱
路
過
て
こ
そ
浦
と
海
と
の
果
は
見
え
け
り

俊

成

帽
子
石

下
馬
よ
り
坂
を
上
り
尻
ふ
り
坂
峠
よ
り
見
ゆ



瀧
本
觀
音

一
寸
六
分

瀧
見
堂

二
間
に
三
間
也

右

一
の
瀧

本
社
よ
り
北
六
町
計
高
百
間
許
廣
七
八
間
許
あ
り
水
口
に
釣
鐘
石
螺
貝
あ
り
坂
の
下
に
花
山
法
皇
宸

筆
の
寫
□
あ
り
太
上
天
皇
垣
仁
驛
安
年
十
月
朔
日
初
度

が
ん

毎
年
六
月
十
七
日
瀧
登
也
山
上
に
不
動
明
王
姥
か
ふ
と
こ
ろ

猿
す
へ
り

は
か
り
石

二
の
瀧

右
峠
よ
り
六
町
程
下
る
本
社
よ
り
西
廿
二
町
高
卅
間
許
一
の
瀧
よ
り
小
さ
き
也
道
に
劍
か
淵
あ
り
一

の
瀧
上
四
十
間
ほ
ど
水
上
な
り

二
の
瀧
の
本
へ
參
り
着
た
り
如
意
輪
の
瀧
と
な
ん
申
と
聞
て
拜
み
け
れ
ば
實
に
少
う
ち
か
た
ふ

山
家
集

き
た
る
樣
に
瀧
流
れ
て
下
り
て
貫
く
覺
ゆ
云
々

三
の
瀧

本
社
の
西
北
廿
五
町
許
高
拾
間
許
禪
定
の
こ
ら
す
廻
り
て
堂
の
脇
よ
り
雲
取
坂
へ
掛
る
七
八
町
上
り

な
ち
の
山
遙
に
お
つ
る
瀧
つ
せ
に
す
ゝ
く
心
の
塵
も
殘
ら
し

式
就
門
院
御
醫

續
古
今

石
は
し
る
瀧
に
ま
か
ひ
て
な
ち
山
の
高
根
を
見
れ
は
花
の
し
ら
雲

花
山
院

夫

木

三
重
の
瀧
み
け
る
に
殊
に
け
う
と
く
覺
え
て
三
業
の
罪
も
雪
か
る
ゝ
心
地
し
け
れ
は

山
家
集

身
に
つ
も
る
詞
の
罪
も
あ
ら
は
れ
て
心
す
み
ぬ
る
三
か
さ
ね
の
瀧

辨
の
瀧

本
社
の
西
北
廿
一
町
許
側
に
弁
財
天
あ
る
故
に
名
付

新
客
瀧

本
社
の
南
三
町
許
瀧
本
初
て
の
行
此
處
に
て
修
す
と
云

文
覺
瀧

本
社
の
方
六
町
許
荒
行
せ
し
は
此
瀧
也

最
勝
ヶ
瀧

二
の
瀧
壺
右
の
方
高
七
八
十
間
程

屏
風
岩

二
の
瀧
の
前
山
に
あ
り

柴
燈
護
摩
の
段

二
の
瀧
よ
り
四
町
余
脇
に
あ
り

不
動
堂

護
摩
の
段
の
わ
き

布
引
瀧

護
摩
の
段
よ
り
二
町
程
脇
に
あ
り



＊

＊
石

花
山
法
皇
御
室
跡

不
動
堂
よ
り
二
町
程
脇
に
あ
り
南
向
窟
あ
り
昔
の
茶
碗
二
つ
御
茶
臺
石
の
櫃
に
納

櫻
の
朽
木

右
御
屋
敷
跡
の
前

木
の
本
を
す
み
か
と
す
れ
は
お
の
つ
か
ら
花
見
る
人
と
成
に
け
る
か
な

花
山
法
皇
御
製

那
智
の
山
に
花
山
院
の
庵
室
の
あ
り
け
る
う
へ
に
櫻
の
木
の
侍
る
を
見
て
す
み
か
と
す
れ

風
雅
集

は
と
讀
せ
給
ひ
け
る
を
思
ひ
出
ら
れ
て
よ
み
に
け
る

木
の
本
に
住
け
る
跡
を
み
つ
る
か
な
那
智
の
高
根
の
花
を
た
つ
ね
て

西

行

妙
法
山

上
野
院
阿
彌
陀
寺
と
云
弘
法
大
師
開
基
濱
の
宮
よ
り
五
十
町
那
智
觀
音
よ
り
二
十
五
町

那
智
山
よ
り
湯
の
峯
路

那
智
山
よ
り
登
り

三
十
町

あ
か
り
茶
屋
よ
り

廿
五
町

左
に
出
た
る
は
太
地
鼻

舟
見
峠

高
峠
也

三
十
町

此
間
八
町
坂
と
云
あ
り
下
り
也

右
に
出
た
る
は
汐
の
岬

貝
餅
茶
屋

十
二
町

右
に
地
藏
あ
り

地
藏
茶
屋

春
旅
人
多
き
時
は
茶
や
あ
り
冬
は
な
し

八
町

越

前

此
間
下
り
坂

廿
五
町

楠
の
窪

在
内
廣
し
右
の
方
は
谷
川
よ
り
手
前
皆
大
山
村
也
向
の
方
を
東
村
と
云

廿
五
町

是
を
ど
う
切
坂
と
云
木
口
前
に
わ
ら
ふ
石
あ
り
川
あ
り
舟
渡
し
是
迄
大
雲
取

木

口

小
畝
與
七
茶
屋
是
よ
り
小
雲
取

五
十
町

櫻
茶
屋

廿
五
町

石

堂

三
十
町

松

畑

上
の
山
よ
り
右
に
万
年
峠
見
ゆ
本
宮
よ
り
新
宮
に
陸
地
を
行
は
万
歳
越
と
云

卅
六
町

ば

せ

請

川

十
八
町



本

宮

卅
二
町

湯

峯

請
川
よ
り
直
に
湯
の
峯
へ
五
十
町
也

湯
峯
よ
り
見
越
峠
へ

二
里
也

東
光
寺

宗
旨
眞
言
宗
宿
屋
十
七
八
軒
あ
り

紀
伊
國
温
泉
行
幸

花
山
院
法
皇

文
武
帝
大
寶
元
年

丹
敷
戸
畔
祠

渚
の
宮
の
北
の
方
に
小
さ
き
叢
祠
あ
り
錦
浦
明
神
と
云

イ
ニ
半
里

濱
の
宮

天
満
宮
へ
七
町
半

渚
森
本
哭
澤
森

帆
立
島

濱
の
宮
よ
り
天
満
へ
の
道
の
左
海
中
に
見
ゆ
相
傳
補
陀
落
渡
海
の
時
舟
此
所
に
て
帆
を
あ
く
る
と

イ
ニ
半
里

天
満
村

湯
本
へ
十
二
町

勝

浦

左

松
音
寺

白
川
法
皇
御
影
あ
り

駿
田
坂

湯

本

湯
川
と
も
云
湯
本
川

十
一
町
半

橋
の
川

橋
の
川
歩
行
渡
り

十
七
町
半

イ
ニ
一
里

二
河
川

温
泉
あ
り

市
屋
へ
卅
五
町

夏
山

南
の
濱
に
あ
り
峯
に
辨
天
あ
り

光
明
窟
入
口
九
尺
四
方
許
窟
の
内
十
坪
許
末
次
第
に
狹
し
那
智
へ
ぬ
け
通
る
と
云

イ
ニ
十
町

市

屋

庄
村
へ
九
町

森
か
浦

太
地
浦

太
地
へ
廻
る
は
市
屋
よ
り
森
か
浦
夫
よ
り
太
地
夫
よ
り
廿
町
程
下
里
へ
出
る

太
地
角
右
衛
門
と
云
先
祖
鯨
突
始
た
る
者
也



昔
鎌
倉
尼
將
軍
熊
野
參
詣
の
時
此
浦
に
一
宿
有
角
右
衛
門
先
祖
に
頼
の
一
次
を
賜
り
け
る
と
か
や

庄

村

浦
上
へ
一
里

下
里
村

磯
崎

左

高

芝

粉
白
浦

玉
の
浦

粉
白
村
の
西
南
十
町
許
長
二
町
許
の
所
を
云
と
也
村
の
東
邊
三
十
里
島
よ
り
西
の
方
む
し
く
ひ
島

迄
濱
の
間
風
景
よ
し
此
地
を
玉
浦
と
云
へ
き
か
と
云
説
あ
り

荒
磯
に
も
ま
し
て
思
ひ
や
玉
の
浦
は
な
れ
こ
し
ま
の
夢
に
し
見
ゆ
る

万

葉

小
夜
更
て
月
影
寒
し
玉
の
浦
は
な
れ
こ
し
ま
に
千
鳥
鳴
な
り

忠

盛

夫

木

玉
の
浦
は
な
れ
小
島
の
潮
の
間
に
夕
あ
さ
り
し
て
田
鶴
は
鳴
な
り

衣
笠
内
大
臣

ぬ
れ
て
ほ
す
沖
の
鴎
の
毛
衣
に
又
打
か
く
る
玉
の
浦
な
み

西

行

浦

神

一
里

イ
ニ
三
十
町

下
田
原

一
里

イ
ニ
十
七
町

津

荷

一
里
半

古
座
浦

西
向
井
へ
十
八
町

イ
ニ
神
河
迄
十
町

川
口
よ
り
左
向
遠
く
橋
杭
并
上
野
の
臺
見
ゆ
る
と
千
川
の
瀧
古
座
川
の
上
西
川
よ
り
三
里
程
奥

古
座
川

長
十
里
許
大
な
る
椎
の
實
出
る
黒
島
と
て
茂
た
る
島
あ
り
此
川
上
半
町
程
行
は
御
目
付
屋
敷
有
中
港

と
云
處
な
り

西
向
井
村

古
座
の
向
舟
渡
し
三
町
許

神
の
川
へ
六
町

河
内
明
神

古
座
川
筋
宇
津
木
村
手
前
に
あ
り

木
の
本

串
本
村
に
あ
り
住
吉
三
社
の
由
新
宮
の
末
社
也
一
説
に
少
彦
名
命
を
祭
る
と
い
ふ

潮
御
崎
明
神

上
野
浦
水
崎
に
有

少
彦
名
を
祭
る
と
也
日
本
記
少
彦
名
命
行
至
熊
野
之
御
崎
遂
適
於
常
世
郷
矣
云
々
三
代
實
録
に
神
位
を
授
け



ら
れ
し
こ
と
あ
り

那
智
の
支
配
の
よ
し

イ
ニ
廿
六
町

神
の
川
村

十
三
町

伊
串
村

十
五
町

橋
杭
と
て
海
中
に
岩
あ
り

イ
ニ
十
町

イ
ニ
廿
町

姫

村

此
處
に
黒
き
砂
石
あ
り
那
智
黒
と
云
碁
石
な
り

鬮
川
へ
十
八
町

向
に

大
島

須
江

樫
野

い
つ
れ
も
小
島
な
り
民
家
あ
り

姫
村
よ
り
右
へ
行
は
本
海
道
に
て
鬮
川
へ
出
る
な
り
左
へ
行
は
島
崎
浦
に
出
る
此
道
上
野
々
原
と
て
廣
き
原

あ
り
と
云

汐
崎
浦

汐
の
岬
と
も
燈
明
あ
り
廻
船
の
爲
な
り
汐
崎
權
現
あ
り

片
潮
の
處
西
よ
り
東
へ
流
る
ゝ
は
下
り
潮
と
云
東
よ
り
西
へ
流
る
ゝ
を
上
り
潮
と
云
上
り
潮
は
年
久
し
く
下

り
潮
は
年
短
し

イ
ニ
廿
町

鬮

川

十
六
町

イ
ニ
十
町

二
色
浦

錦
の
袋
と
て
港
あ
り

七
町イ

ニ
一
里

二
部
浦

（
く
ゝ
り
岩
）

廿
八
町

一

本

ナ

シイ
ニ
半
里

有
田
浦

廿
三
町

田
並
浦

十
九
町

そ
し
ま
岩
の
中
程
に
穴
あ
り

イ
ニ
半
里

イ
ニ
半
里

江

田

廿
町

田

子

三
十
町

沖
に
横
島
あ
り

イ
ニ
半
里

イ
ニ
卅
一
町

和

深

二
十
五
町イ

ニ
廿
八
町

里

浦

一
里

し
る
た
れ
坂

イ
ニ
廿
町

江

住

廿
八
町

し
も
く
山

ゑ
ひ
す
岩



イ
ニ
一
里
半

見
老
浦

和
深
川
へ
一
里
十
八
町

口
和
深
村

和
深
山

風
折
山
と
も
云

長
（
枝
）
坂

上
り
廿
五
町
程
け
は
し
下
り
八
町

一

本

井

イ
ニ
一
里
半
或
曰
一
里

和
深
川
村

一
里
十
町

馬
こ
ろ
ひ
坂

王

子

和
深
川
村
の
中
道
の
右
に
あ
り

和
深
山

同
村
の
中
道
の
左
に
あ
り

わ
ふ
る
山
岩
間
に
根
さ
す
そ
ほ
れ
松
わ
り
な
く
て
の
や
老
や
は
て
な
ん

清

輔

岩
田
川

富
士
川
の
上
岩
田
村
の
上
を
云

神

島

新
庄
村
は
つ
れ
よ
り
左
向
山
鼻
の
後
を
云
由

形
見
浦

同
所

呼
上
關
跡

新
庄
村
の
中
道
よ
り
右
に
あ
り

磯
間
ヶ
浦

神
子
領
港
村
の
内
つ
ふ
り
坂
下
口
よ
り
左
山
の
間
よ
り
遠
く
見
ゆ

梓
弓
磯
間
か
浦
に
引
あ
み
の
め
に
か
け
な
か
ら
あ
わ
ぬ
君
哉

爲

家

新
後
拾
遺

周
参
見

安
居
へ
一
里
十
町

一
里
半

イ
ニ

此
間
佛
峠

凡
鬮
川
よ
り
周
参
見
迄
四
十
八
坂
あ
り
小
坂
也

山
越
に
田
邊
道
あ
り

谷
川
舟
渡
し
日
並
浦
へ
引
は
廻
り
也

ほ
ら
谷

瀧
あ
り
周
参
見
よ
り
一
里
許

イ
ニ
三
里

安

居

一
里
廿
三
町

富
田
坂

イ
ニ
一
里

富

田

二
里
七
町

且
来
村

一
里
半



田

邊
田
邊
よ
り

湯
崎
へ
舟
渡
し
三
里

陸

地
風
莫
濱

瀬
戸
と
田
邊
の
間
の
濱
也
（
鯛
）
し
ら
す
と
も
云

な
ぎ

網
カ

風
莫
の
濱
の
白
浪
い
た
つ
ら
に
こ
ゝ
に
よ
り
く
る
み
る
人
な
ら
（
は
）

意
言
丸

万

葉

一

本

す

江

浦

瀬
戸
浦

建
仁
元
年
十
月
熊
野
御
幸
の
時
右
馬
介
源
家
長

冬
の
き
て
ま
た
つ
け
初
ぬ
雪
の
色
に
同
し
白
良
の
濱
の
月
か
け

湯
崎
（
銀
）
山

鉛
カ

温
泉

崎
の
湯

屋
形
の
湯

濱
の
湯

元
の
湯

ま
ぶ
の
湯

外
に
擂
鉢
程
な
る
あ
わ
湯
有
石
垣
の
下
に
あ

り
就
中
よ
き
湯
な
り

新
宮
よ
り
伊
勢
道

新
宮
よ
り

舟
渡
し

十
町

成

川

右
鵜
殿
左
河
の
内
村

昔
は
旗
本
鵜
殿
某
領
地
也

一
里
余

井
田
村

此
邊
よ
り
木
本
迄
平
地
松
原
也

右
同
斷

梶
ヶ
鼻
王
子

成
川
村
よ
り
井
田
村
へ
の
道
の
右

水
傳
磯

右
斷
右
の
海
邊
に
あ
り

重
出

水
つ
て
の
磯
の
浦
わ
の
岩
つ
ゝ
し
も
え
さ
く
道
を
又
見
け
ん
か
も

万

葉

水
つ
て
の
磯
間
の
つ
ゝ
し
咲
し
よ
り
あ
ま
の
い
さ
り
火
よ
る
と
や
は
み
る

衣
笠
内
大
臣

夫

木

阿
田
波
村

一
里

下
市
木
村

一
里
半



産
田
社

道
よ
り
十
一
町
程
左
に
入
花
の
窟
有
間
村
口

檜
杖
の
邊
よ
り
入

王
子
窟

花
窟
の
前
に
有
か
ぐ
つ
な
る
由

大
河
内

大
塔
宮
旗
擧
所

三
浦
の
瀧

是
よ
り
間
近
く
木
本
に
出
る

有
馬
村

十
八
町

鳴
呼
の
岩

二
つ
濱
邊
左
に
あ
り

大
馬
權
現

右
の
岩
間
よ
り
二
里
許
山
中
に
入
る
途
あ
り

木
本
浦

十
五
町

魔
見
ヶ
嶋

大
泊
領
大
ふ
き
坂
上
り
口
二
十
町
ほ
と
右
海
中
に
見
ゆ

鬼
ヶ
城

同
所
よ
り
八
町
程
右
海
中
に
見
ゆ

□
山
清
水
寺

大
泊
よ
り
左
の
山
上

？泊
り
の
瀧

觀
音
堂
へ
登
る
山
際
よ
り
左
へ
二
丁
程
大
瀧
也
瀧
壺
な
し
不
動
尊
あ
り

大
泊
村

古
泊
浦
右
に
見
ゆ
谷
川
あ
り
此
間
大
吹
坂
也

廿
五
町

波
田
須
村

谷
川
二
つ
横
手
坂

二
十
八
町

新
鹿
村

徳
司
明
神
の
左
に
あ
り
小
川
三
つ
右
に
遊
木
浦

一
里
七
町

狼

坂

逢
神
坂
共
書
道
甚
嶮
し

楯
ヶ
崎

狼
坂
峠
下
り
口
よ
り
右
向
ひ
海
中
に
遠
く
見
ゆ

う
つ
波
に
満
く
る
汐
の
た
ゝ
か
ふ
を
楯
か
崎
と
は
い
ふ
そ
有
け
る

盧
主
集

同
集
に
た
て
を
つ
い
た
る
よ
ふ
な
る
巖
と
も
云

二
木
島
浦

右
へ
甫
母
浦
見
ゆ
る
一
里
許
沖
の
方
楯
ヶ
崎
見
ゆ
る
遠
見
番
所
あ
り

曾
根
太
郎
曾
根
次
郎

坂
道
嶮
し

曾
根
浦

賀
田
村
へ
十
二
町



此
浦
よ
り
三
木
里
へ
舟
渡
し
有
陸
地
は
遠
く
し
て
山
道
け
は
し
此
間
小
川
あ
り
平
地
な
り

加
田
村

十
五
町

此
間
横
手
坂

古
江
（
浦
）

一
里

川
あ
り
横
手
坂

一

本

村

三
木
里

矢
の
濱
へ
二
里
半

三
木
里
よ
り
名
柄
村
夫
よ
り
八
木
山
に
か
ゝ
る
右
に
古
脇
村
あ
り
夫
よ
り
三
木
浦
へ
行
道
あ
り

三
木
浦

此
處
は
本
は
志
摩
國
な
り
し
か
今
は
紀
州
に
屬
せ
り

新
宮
よ
り
い
せ
の
か
た
へ
ま
か
り
け
る
に
三
木
島
に
舟
の
沙
汰
し
け
る
浦
人
の
黒
き
髪
は
一
筋

山
家
集

も
な
か
り
け
る
を
よ
ひ
よ
せ
て

年
へ
た
る
浦
の
あ
ま
人
事
と
は
ん
浪
を
か
さ
ね
て
幾
代
す
き
よ
き

又

黒
髪
は
過
る
と
見
え
し
白
浪
を
か
つ
き
は
て
た
る
身
に
は
し
る
あ
ま

八
鬼
山

上
り
一
里
半
下
り
一
里
半
と
云
十
五
郎
茶
屋
あ
り

峠
に
日
輪
寺
三
寶
荒
神
堂
山
伏
住
す

川
二
つ
志
州
崎
嶋
之
界

連
花
石

八
木
山
坂
峠
下
り
口
よ
り
海
中
に
遠
く
見
ゆ

矢
濱
村

川
二
つ
平
地
也

廿
四
町

此
間
向
井
浦

林
浦

南
浦

中
井
浦

堀
北
浦

五
ヶ
浦

町
つ
ゝ
き
惣
名
尾
鷲
浦

堀
北
浦

川
一
つ

三
十
五
町

長
越
坂

ま
こ
せ
坂
と
云
麓
に
岩
穴
道
あ
り
岩
穴
は
坂
中
に
あ
り
上
り
下
り
一
里
石
垣
に
て
道
惡
し

便
の
山
村

右
に
古
の
本
枝
郷
渡
利
并
引
本
浦
見
ゆ

十
八
町

此
間
横
手
坂

古
の
本
村

元
粉
本
と
曰

十
六
町

平
地
な
り

そ
の
間

古
の
本
よ
り
渡
利
へ
八
九
町
渡
利
よ
り
引
本
へ
四
五
町

松
島
村
あ
り

に
あ
り



海
野
見
ゆ

引
本
よ
り
海
上
一
里

矢
口
浦

矢
口
浦
よ
り
十
二
町

白
浦

白
浦
よ
り
三
里

古
里

舟
に
て

長
島
へ
渡
る

船
津
村

十
九
町

中
里
村

十
町

上
里
村

中
禪
寺
と
云
平
地
也

十
七
町

馬
瀬
村

小
川
あ
り
坂
道
け
は
し

一
里
三
町

三

浦

此
間
坂
二
つ
嶮

一
里
十
二
町

海
野
浦

此
間
小
坂
あ
り

十
七
町

長
嶋
浦

二
郷
川
あ
り

二
郷
へ

十
町

二
色
浦

長
島
村
の
東
一
里
許
に
あ
り
浦
の
長
さ
八
九
町
許
此
所
本
は
志
州
也
今
紀
州
に
屬
す

名
の
高
き
錦
の
浦
を
來
て
見
れ
は
か
つ
か
ぬ
あ
ま
は
す
く
な
か
り
け
る

道
令
法
師

後
拾
遺

二

郷

間
弓
へ

二
里
半

河
内
村
荷
坂
小
川
村
梅
か
谷
荷
坂
上
り
下
り
一
里
峠
に
紀
勢
の
境
木
あ
り

大
圖
村
大
津
也
此
所
よ
り
高
野
熊
野
追
分
小
坂
あ
り

間

弓

此
間
小
川
多
し

二
里
半

駒

村

川
あ
り

崎

村

川
あ
り

か
し
わ
野
此
邊
川
五
つ
六
つ
あ
り

阿

曾

粟
生
へ

三
里

瀧
原
太
神
宮
兩
宮
あ
り
杉
林
に
名
木
あ
り

長
者
か
野

は
ふ
か
坂

野
後
村
宿
よ
し

一
り

三
瀬
川

舟
渡
し
惡
き
川
な
り
み
せ
坂

三
勢

一
り

粟
生
村

相
賀
瀬
へ

二
里
半
或
云
三
里



一
り
半

栃
原
楠
村

上
下
二
ヶ
村
あ
り
間
の
宿
な
り

田
口
村

此
處
銚
子
か
口
と
云
有
舟
に
乘
ぬ
處
な
り

相
鹿
瀬

二
里
半

一
り

大
辻
村

狩
野
村
（
蚊
野
村
か
）

糸
村

佛
坂
上
り
下
り
四
町

彌
き
坂
上
り
下
り
廿
町

田
丸
よ
り

山
田
へ

一
里
半

宮

川

栗
谷
越

七
日
市
よ
り

天
ヶ
瀬
迄
四
里

栃

川

四
十
八
谷
と
云
湯
の
谷
峠
阪
道
也

栗
谷
靈
荷
社

七
日
市
よ
り

三
里

天
ヶ
瀬

阿
曾
迄
江
馬
村

四
里

庄
津
の
渡
し
あ
り

管
小
家
村

川
合

野
尻

野
道
本
街
道
へ
出
る
歩
行
渡
り
野
尻
是
よ
り
阿
曾
へ
一
里

阿

曾

二
里
半

真

弓

三
里
余

長

島

熊
野
御
幸
定
家
記
所
載
王
子

阿
部
野
王
子

堺

王
子

大
鳥
居
王
子

篠
田

王
子

平
松

王
子

井
口

王
子



池

王
子

淺
宇
阿
王
子

靱
持

王
子

胡
木
新
王
子

佐
野

王
子

籾
井

王
子

厩
戸

王
子

一
之
瀬
王
子

地
藏
堂
王
子

宇
羽
目
王
子

中
山

王
子

山
口

王
子

信
達

川
邊

王
子

中
村

王
子

吐
前

王
子

松
坂

王
子

菩
提
房
王
子

秡
戸

王
子

藤
白

王
子

五
躰

王
子

塔
下

王
子

橘
本

王
子

所
坂

王
子

一
壺

王
子

藤
代
坂

蕪
坂
塔
下
王
子

山
口

王
子

絲
鹿

王
子

逆
川

王
子

た
め
さ
き
王
子

井
關

王
子

つ
ち
金
剛

つ
の
せ
王
子

沓
掛

王
子

内
の
は
た
王
子

田
藤
次
王
子

愛
徳
山
王
子

く
り
ま
王
子

童
子
云
々

い
わ
う
ち
王
子

鹽
屋

王
子

上
野

王
子

つ
い
の
王
子

い
か
る
か
王
子

切
目

王
子

切
目
中
山
王
子

岩
代

王
子

千
里

王
子

三
鍋

王
子

は
や

王
子

一
の
瀬
王
子

出
立

王
子

秋
津

王
子

丸

王
子

み
す
ゝ
王
子

や
か
み
王
子

稲
葉
根
王
子

瀧
尻

王
子

重
點

王
子

大
坂
本
王
子

近
露

王
子

ひ

そ

原

繼

櫻

岩

神

發
心
門
王
子

那
智
の
道
王
子
數
多
御
座
と
有

鳥
羽
よ
り
の
御
幸
な
る
へ
し

高
野
山
よ
り
本
宮
へ
の
道
筋

果
な
し
越
と
云

一
高
野
山
よ
り

大
瀧
へ

五
十
町
下
り

一
大
瀧
よ
り

水
ヶ
峯
へ

五
十
町
上
り

一
水
ヶ
峯
よ
り

大
又
へ

二
り
下
り

一
大
又
よ
り

か
や
こ
や
へ

十
八
町
上
り

一
か
や
こ
や
よ
り

上
へ
西
へ

五
十
四
町
上
り

一
上
西
よ
り

寒
の
川
へ

七
十
二
町
下
り

一
寒
川
よ
り

三
浦
へ

十
八
町
上
り

一
三
浦
よ
り

矢
倉
へ

百
町
上
り
下
り

一
矢
倉
よ
り

田
良
原
へ

五
十
町

一
田
良
原
よ
り

柳
本
へ

五
十
町

一
柳
本
よ
り

果
無
峠
へ

七
十
二
町

一
峠
よ
り

八
木
尾
へ

七
十
二
町
下
り

一
八
木
尾
よ
り

本
宮
迄

五
十
町



あ

と

が

き

『
熊
野
道
中
記
』
は
『
南
紀
徳
川
史
』
で
は
著
者
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
何
時
の
作
か
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

小
山
靖
憲
・
笠
原
正
夫
編
『
南
紀
と
熊
野
古
道

（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
で
は
、
鳥
井
源
之
丞
享
保
七
（
一
七

』

二
二
）
年
の
編
と
書
か
れ
て
い
る
。

内
容
は
『
熊
野
獨
参
記
（
南
紀
郷
導
記

・

熊
野
巡
覧
記

・

熊
野
詣
紀
行
』
等
の
江
戸
時
代
の
紀
行
文
や
案

）
』

『

』

『

内
記
に
比
べ
簡
単
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

既
に
『
南
紀
徳
川
史
』
に
活
字
化
さ
れ
て
い
た
の
で
ワ
ー
プ
ロ
化
を
た
め
ら
っ
た
が
、
尾
尻
宏
介
氏
の
Ｈ
・
Ｐ
の

資
料
に
提
供
し
よ
う
と
ワ
ー
プ
ロ
化
し
た
。

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
八
月
四
日

清
水

章
博


